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平成 18 年 2 月 7 日 

 

当社は、２月３日の原子力安全・保安院からの指示（※１）を受け、定格熱出力一定運転中の浜岡原

子力発電所３号機（定格電気出力 １１０万キロワット）ならびに４号機（同１１３．７万キロワット）につい

て、現在使用中のハフニウム板型制御棒のうち、３号機で９本（全ハフニウム板型制御棒１３本）、４号

機で２１本（同２５本）を全挿入することとしました。 

（平成１８年２月３日お知らせ済み） 

 

 

その後、準備が整ったことから、２月６日から２月７日にかけて、当該制御棒の全挿入操作を実施し

ました。 

その結果、予定通り、３号機は定格熱出力一定運転に復帰し、４号機は電気出力が約７０万キロワ

ット程度まで低下しました。 

今回の措置により、３号機、４号機ともに、次回定期点検開始までの間では今回の指示に基づく追

加の制御棒の全挿入はない見込みです。 

 

本日、これらの実施結果につきまして国に報告します。 

 

なお、今回の全挿入操作中においても、当該制御棒は正常に動作しました。 

 

 

 

 

※１ 熱中性子照射量が４．０×１０２１n/cm２を超えたハフニウム板型制御棒は、原子炉運転中は全挿

入位置とすること。また、運転中に上記照射量を超えるものにあっては、同照射量に達した時点で

全挿入位置とすること。 

 

 

 

以上 

原子力安全・保安院指示文書に基づくハフニウム板型制御棒の全挿入操作の実施につ

いて 

http://www.chuden.co.jp/corpo/publicity/press2006/0203_2.html

